
日本海西南海域における底魚研究

イカ類の種類別漁獲統計（第３報）

田中伸和，今岡要二郎

日本海西南海域における２そうびき沖合底曳の漁狼量は若干の増加傾向にあった。この増加は前

報までに述べたように，イカ類の漁獲増に依存することが大きかった。しかし，総漁磯量は１９７４

年には，イカ類の漁獲減により，１９７８年と比べ約６．６００トンの減少がみられた（表１，図１）。

一方浜田港においては総漁獲量は１９６９年から１９７０年にかけて，大巾に減少したが，その後

イカ類の漁獲増にささえられて横ばい状態を示していた。しかし,'７４年には，イカ類の漁獲減に

より’６６年以降最低の25.000トン台を示した（表１，図１）。

１９７４年の２そうびき沖合底びきのイカ類漁獲状況を前報までと同様な方法で月別に検討した

ので報告する。

表１全２そうびき沖合底曳網と浜田港２そうびき沖合底曳との漁獲統計 ど」
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全２そうびき
全漁獲量

４１７５５ 4３１１２ ４３０４１ 4３６８０ 4２８２７ 4４８５０ ４５７６６ 4６８５１ ４０２１４

浜田港水揚
全漁獲量

3１１９５ 3１２７９ ３０３８２ 3１０６１ 2７３３３ 2６９０９ 2７２３０ 27~3１２ 2５５９９

全２そうびき
イカ類水錫

4０６８ ４８５８ ５９４４ ６２１５ 6９６２ 8８６５ 1００８５ 1１５２８ 7９３４

浜田港水場
イカ類水場

３２９７ ３５４７ 4５３３ ４６７２ ４８１２ 5４２５ 6２１８ ８０３４ 5２２２
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図１沖合２そうびき底曳網漁獲量

結果

ｊ極類別に漁漉量の年変動をみると，図２に示すようにイカ類の中て－番比重の大きいヤリイカは

１９７３年まで飛鰯的な増加を示していたが１９７４年には約４２蝿の減少がみられた。これはイ

カ類漁狼量の減少の約７０筋を示している。コウイカ類は１９６９年をピークにしてやや減少傾向

を，ケンサキイカ類では前期と比べ漁獲が減少したか低位に安定した漁獲を示していろ。また，ス

ルメイカは１９７１年以降わずかに増加の傾向を示している。しかし，ヤリイカを除くこれらの種

類は鐡的に少左〈，比較的安定した漁漣を示しており，最近のイカ類の大巾な変動はヤリイカの漁

HH2jftの増減によるものであｂ，近年における２そうびき底びき網の漁渡量に大きな影響を与えてい

ることが前報までの結果とあわせて明らかになった。

－２２９－

－匙:望



繭
鞘
望
〕
、
聖
舞
鶴
騨
寓
国
函
寓
引
斗
院
。
丙
》
吉
』
（
避
寓
彗
紺
回
議
鍔
。
！
“
述
百
繍
各
ｒ
八
舞
鴬
独
昔
寧

僻
議
遵
ｅ
枡
鐵
議
慧
騨
Ｓ
車
閣
瀧
醗
で
ざ
》
（
廿
濫
僻
舞
鶴
陣
Ｇ
毒
②
匂
趨
榊
、
。
営
亜
施
専
品
昊
雛
卑
で
〔
ず
が
○

Ｎ
￥
乳
（
讐
再
缶
切
型
汽
掴
肝
辻
伊
零
ｓ
議
祷
豊
噛
〈
》
蒔
蔚
時
》
鈩
醐
汀
嵐
榊
引
ｒ
汁
。
守
熈
ヰ
紫
へ
卦
濫
奔

、
ｌ
雪
如
寓
房
露
罫
舞
罵
豊
蝋
〈
雪
璽
繍
辮
ｌ
鐘
（
冑
言
鱗
挿
》
議
祷
蔑
職
訂
遷
国
師
引
斗
・
日
野
へ
昏
鐵
両
童
欝
皖

幹
冒
』
】
鰐
迺
汽
民
ｌ
、
》
夢
か
苦
汁
葦
帯
Ｃ
ｌ
・
哩
如
汽
癖
鴬
忌
■
辮
柵
ｒ
ハ
舞
鶴
》
感
冒
、
。
蹴
寵
捕
亜
馨
鴬

陣
戦
端
叩
詞
憾
営
ｒ
〔
ず
が
。

日本海西都水場●－－＞

⑪－－－－⑪ 浜田港水場
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図２ イカ類年別漁獲堂（沖合底曳緒）
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図３入港統数当り月別漁漣量（１９７４年）

要約

前年に引き続き浜田港に水場される２そうびき沖合底びき網漁業の漁漉物中イカ類のしめる割合

と種類別漁獲量を浜田港魚市場の現場帳から集計を行った。

その結果，イカ類は前年に比べ約２，８００トン（３５釦と大巾に減少した。これはヤリイカが

前年に比ぺ４２妬もの減少をしめしたことによる６

注た，第１報，第２報の調査結果とあわせてイカ類の漁職i量の増減が２そうぴき沖合底びき網漁

狼鐙に与える影響は大きく，とくにヤリイカに対する比重が大きいことが明らかになった。
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